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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公開番号】特開2012-194181(P2012-194181A)
【公開日】平成24年10月11日(2012.10.11)
【年通号数】公開・登録公報2012-041
【出願番号】特願2012-57627(P2012-57627)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  33/86     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   33/86     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年1月22日(2015.1.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　血小板機能を決定するための測定セル（１、２、３、４、５、６）であって、
　ａ．血小板含有液体試料を収容する第１のチャンバ（１１、２１、３１、４１、５１、
６１）と、
　ｂ．前記測定セルに遠心力が作用すると前記第１のチャンバから前記液体試料を捕獲す
る第２のチャンバ（１２、２２、３２、４２、５２、６２）と、
　ｃ．前記第１のチャンバと前記第２のチャンバとを互いに分離する多孔性仕切り部材（
１３、２３、３３、４３、５３、６３）とが含まれ、
　前記多孔性仕切り部材（１３、２３、３３、４３、５３、６３）は、前記血小板の活性
度に影響する少なくとも１つの可溶性物質を含むことを特徴とする測定セル。
【請求項２】
　前記血小板活性に影響する前記少なくとも１つの可溶性物質が、血小板活性化物質であ
る請求項１に記載の測定セル。
【請求項３】
　前記血小板活性に影響する前記少なくとも１つの可溶性物質が、血小板インヒビターで
ある請求項１に記載の測定セル。
【請求項４】
　前記多孔性仕切り部材は、さらに塩化カルシウムイオンを含む請求項１から３のいずれ
か１つに記載の測定セル。
【請求項５】
　前記多孔性仕切り部材（１３、２３、３３、４３、５３、６３）が、２～２０μｍの孔
寸法を有する請求項１から４のいずれか１つに記載の測定セル。
【請求項６】
　前記第２のチャンバ（１２、２２、３２、４２、５２、６２）の少なくとも１つの部分
区画が、光透過性材料から構成される請求項１から５のいずれか１つに記載の測定セル。
【請求項７】
　充填レベルを電気的に測定するために、前記第２のチャンバ（１２、２２、３２、４２
、５２、６２）に複数の電極対（２５、３５、４５）が配置されている請求項１から６の
いずれか１つに記載の測定セル。
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【請求項８】
　前記第２のチャンバ（２２、３２、４２、５２）が、前記多孔性仕切り部材から始まり
、前記第２のチャンバの長手軸線に沿って片側の近位および片側の遠位を有し、
　前記第２のチャンバ（２２、３２、４２、５２）が、その内部に、前記第２のチャンバ
内のスペースを第１の部分（２２１、３２１、４２１、５２１）と第２の部分（２２２、
３２２、４２２、５２２）とに細分する手段（２４、３４、４４、５４）を有し、
・前記第１の部分が、前記多孔性仕切り部材を通過する試料液を捕獲して、輸送する働き
をし、
・前記第２の部分が、前記第２のチャンバ内に捕獲された前記試料液の液量を測定する働
きをし、
・前記第１の部分と第２の部分が、前記捕獲されて輸送される試料液を前記第１の部分か
ら前記第２の部分へ送り込むことができるように、前記第２のチャンバの片側の遠位で相
互接続されている
　請求項１から７のいずれか１つに記載の測定セル（２、３、４、５）。
【請求項９】
　前記第２のチャンバ（２２）内のスペースを前記第１の部分（２２１）と第２の部分（
２２２）とに細分する前記手段（２４）が、前記多孔性仕切り部材に対して角度をなし前
記第２のチャンバの前記片側の近位から前記片側の遠位内に延びる平面を有する請求項８
に記載の測定セル（２）。
【請求項１０】
　前記第２のチャンバ（３２）内のスペースを前記第１の部分（３２１）と第２の部分（
３２２）とに細分する前記手段（３４）が、
・前記多孔性仕切り部材に対して角度をなす平面を持つ第１の部分区画（３４１）を有し
、
・前記第１の部分区画（３４１）に続いて、前記第２のチャンバ内のスペースを区切る壁
（３６）に対してほぼ平行に延び、前記壁（３６）と共に管状構造を形成する第２の部分
区画（３４２）を有し、この管状構造が前記第２のチャンバの片側の遠位内に延びる
　請求項８に記載の測定セル（３）。
【請求項１１】
　前記第２のチャンバ（４２）内のスペースを前記第１の部分（４２１）と第２の部分（
４２２）とに細分する前記手段（４４）が、漏斗形状を有し、その漏斗形状手段の管状領
域が前記第２のチャンバの片側の遠位内に延びている請求項８に記載の測定セル（４）。
【請求項１２】
　前記第２のチャンバにおいて前記第２のチャンバ内に捕獲された前記試料液の液量を測
定する働きをする前記第２の部分（２２２、３２２、４２２）が、充填レベルを電気的に
測定する手段を有する請求項８から１１のいずれか１つに記載の測定セル（２、３、４）
。
【請求項１３】
　前記第２のチャンバ（５２）が、前記多孔性仕切り部材から始まり、前記第２のチャン
バの長手軸線に沿って片側の近位および片側の遠位を有し、
　前記第２のチャンバ（５２）が、その内部に、前記第２のチャンバ内のスペースを第１
の部分（５２１）と第２の部分（５２２）と第３の部分（５２３）とに細分する手段（５
４）を有し、
・前記第１の部分（５２１）が前記多孔性仕切り部材（５３）を通過する試料液を捕獲し
て、輸送する働きをし、前記試料液が前記第２のチャンバ（５２）の長手軸線に沿って前
記片側の近位から前記片側の遠位に送り込まれ、
・前記第２の部分（５２２）が前記第２のチャンバ（５２）内に捕獲された前記試料液（
５９）の流速を測定する働きをし、
・前記第３の部分（５２３）が前記第２の部分（５２２）からの前記試料液のためのオー
バフロー室の働きをし、
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・前記第１の部分（５２１）と第２の部分（５２２）とが、捕獲されて輸送される前記試
料液を前記第１の部分（５２１）から前記第２の部分（５２２）へ送り込むことができる
ように、前記第２のチャンバの前記片側の遠位で相互接続され、
・前記第２の部分（５２２）が、前記第２のチャンバの片側の遠位から片側の近位の方向
に立ち上がり、その端部に前記第３の部分（５２３）に接続する開口（５７）を有する毛
細管を構成している
　請求項１から６のいずれか１つに記載の測定セル（５）。
【請求項１４】
　複数の試料の血小板機能を同時に決定するための装置（７）であって、請求項１から１
３のいずれか１つに記載の少なくとも２つの測定セル（６）を含む装置（７）。
【請求項１５】
　血小板機能を決定する方法であって、
　ｉ．請求項１から１３のいずれか１つに記載の測定セルの第１のチャンバに血小板含有
液体試料を充填するステップと、
　ｉｉ．前記液体試料を充填した前記測定セルに遠心力を加えるステップと、
　ｉｉｉ．前記第２のチャンバ内に捕獲された液体量を測定するか、または、前記測定セ
ルの前記第２のチャンバ内の前記試料液の流速を測定するステップとが含まれ、
　前記捕獲された液体の量及び前記流速が前記血小板機能と逆相関を有している
　方法。
【請求項１６】
　前記測定セルの前記第２のチャンバ内に捕獲された液体の量が測光手段または電気手段
によって測定される請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記測定セルの前記第２のチャンバ内の前記試料液の流速がレーザドップラ風速測定法
によって測定される請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記測定セルの前記第２のチャンバ内に捕獲された液体の量または前記流速が、定めら
れた時間間隔にわたって連続測定される請求項１５から１７のいずれか１つに記載の方法
。
【請求項１９】
　前記測定セルの前記第２のチャンバ内に捕獲された液体の量または前記流速が、定めら
れた時間に１回測定される請求項１５から１７のいずれか１つに記載の方法。
【請求項２０】
　前記測定セルの前記第２のチャンバ内に捕獲された液体の量または前記流速が、前記測
定セルに遠心力が作用している間に測定される請求項１５から１９のいずれか１つに記載
の方法。
【請求項２１】
　前記測定セルに加えられる遠心力が５０～２０００×ｇの範囲内である請求項１５から
２０のいずれか１つに記載の方法。
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